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decubitus position 

       

      （ 人工股関節置換術時の側臥位における骨盤回旋とその変化 ） 
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論 文 内 容 の 要 旨 

目的：人工股関節全置換術(THA)は側臥位で行われることが多い。この体位によって生じる

3 次元的な骨盤回旋は、カップの設置位置不良を来すひとつの因子である。本研究では側

臥位での骨盤回旋及び、術中に生じる骨盤回旋の変化を 3 次元的に定量化した。 

方法：初回 THA95 例を対象とした。側臥位に術直前及び、術中カップ設置後の骨盤正面 X

線像を CT データから再構築した画像に重ね合わせることによって骨盤回旋を定量化した。

手術時、両上前腸骨棘と仙骨後方を圧迫する骨盤固定器を用いて骨盤を固定した。 

結果：骨盤は側臥位において様々な回旋を生じていた。各平面での回旋は矢状面:-3.1°(-

25.5°～10.2°)、横断面:3.9°(-8.4°～17°)、冠状面:0.9°(-11.9°～13.2°)であった。5°以上

の回旋変化は、矢状面で 43％、横断面で 47％、冠状面で 12％の症例に生じていた。仰臥位

での矢状面骨盤後傾が大きいほど、側臥位でも骨盤はさらに後傾した。術中生じる骨盤回

旋変化は各平面とも約 3°回旋しており、その範囲は-11°から 20°と広範囲であった。 

結論：本研究では THA に伴う骨盤回旋を 3 次元的に明らかにした。その変化はカップの設

置角度に影響するため、正確に把握すべきである。又、より優れた骨盤固定法が望まれる。 


